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▲�ハウス食品が開発したレシピ。
　�本市の特産品「古代米」と特徴的な
大豆の触感がアクセントに！
　�玉ねぎの色が変わるまで炒めるのが
ポイントです。
　�市 HP に掲載されている
ので、ぜひご家庭でも
作ってみてください！

▲�試食会の様子

▲�（左）トッピングで楽しもう！　古代
米で食べるキーマカレー
　�（右）未利用魚ノロンボを使ったフラ
イ、笹蒲

かま
鉾
ぼこ
、宮城県産の野菜

古
代
米
×
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ

　
本
市
は
、
古
代
米
と
い
え
ば
「
多
賀
城
」
と
い
う
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
と
、
多
賀

城
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
商
品
で
あ
る
古
代
米
を
、
よ
り
多
く
の
家
庭
で
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ハ
ウ
ス
食
品
株
式
会
社
東
北
支
店
が
開
発
し
た
、
手
軽
に

調
理
で
き
る
古
代
米
使
用
の
カ
レ
ー
レ
シ
ピ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
（
協
力
：
株
式
会
社
か
ね
久
、
多
賀
城
味
噌
製
造
所
み
そ
ら
の
郷
）。

　
第
１
弾
と
し
て
、
民
間
事
業
者
よ
り
「
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
楽
し
も
う
！
古
代
米
で
食
べ

る
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
の
レ
シ
ピ
が
開
発
さ
れ
、
令
和
５
年
11
月
16
日
㊍
に
試
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

古代米から
つなげる
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今年度誕生した古代米を使った商品・レシピ

　今年度も古代米を使ったたくさんの商品が開発されました。
　さらなる商品の開発も予定されています。

　創建 1300 年を迎える多賀城では、さまざまな人や文化がかけ合わさっ
て古くから歴史文化が紡

つむ
がれ、自然環境が守られてきました。

　多賀城が創建された奈良の時代にも米が食されたという歴史的背景を 
踏まえ、この地で育まれた古代米にさまざまな食材がかけ合わさることで、市民一人ひとりの 
健康保持や各家庭の団らんの機会創出、SDGs の達成まで、多くのことにアプローチしていける 
ものと考えています。

問　市民文化創造課交流観光係　☎ 368-2085

▲�多賀城浪漫 ▲�古代米ベーグル ▲�古代米カレー

▲�本市は平成 29年３月 16日に「ふるさと名物
応援宣言」を行い、古代米を全国津々浦々へ
と発信し、応援していくことを宣言しました。

多
賀
城
市
の
特
産
品
「
古
代
米
」

　

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
多
賀
城

跡
」
や
周
辺
の
遺
跡
か
ら
は
、
当
時
を
物
語
る

さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
、
黒こ
く
舂し
ょ
う

米ま
い
と
書
か
れ
た
木
簡
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
で
、
多
賀
城
で
は
遠
い
昔
か
ら
米
を
作

付
け
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。
こ
の
歴
史
的
背
景
を
受
け
、
現
在
は
稲
の

原
種
に
近
い
「
古
代
米
」
と
い
う
お
米
を
本
市

の
特
産
品
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

▲�開発したカレーとともに、多賀城味噌製造所
みそらの郷と塩釜市にある㈱矢部園茶舗が連
携しながら作った「古代米玄米茶」を無料で
振る舞いました。

▲�開発したカレーを令和５年 11月に開催さ
れた秋まつりで振る舞いました。
　�レシピも無料で配布し、大いに賑わいま
した。

成　人　式 秋 ま つ り 古
代
米
×
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ
か
ら
・
・
・

ハ
ウ
ス
食
品
さ
ん
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！


